
（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●安全で安心な地域づくり 

  

かけはしがわ

梯川（小松
こ ま つ

地区）河川改修事業の推進 

石川県小松
こ ま つ

市 

事業の概要 
梯川水系梯川は小松市街地を貫流する都市型河川であり、氾濫域に人口、資産等が集中し

ており、また流下能力が大きく不足しているため、氾濫による被害は甚大なものが予想さ

れます。このため治水安全度の向上を目的に、特に流下能力が不足している 1.0km～7.6km
迄（前川合流点～鍋谷川合流点間）を重点改修区間と位置付け、下流部より順次引堤によ

る堤防整備を行っています。また、改修区間には、小松天満宮（国指定重要文化財）が存

在し地域のシンボルとなっていることから、現位置での保存を図る分水路方式による河川

整備を行います。 
整備効果 
  重点区間の改修により、洪水を安全に流下させることが可能となり、小松市中心市街地の

治水安全度が向上されます。 

事業着手 
 平成１２年度 

平成 21 年度の事業内容 
平成 18 年 7 月の梅雨前線豪雨出水では危険水位を超える

など、危険な状況にあることから、引き続き、重点改修区間

である小松地区の堤防整備（引堤）及び、附帯施設の改築等

を推進します。  

附帯施設の改築

計画堤防

小松大橋架替

天神水管橋架替

附帯施設の改築

計画堤防

小松大橋架替

天神水管橋架替
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

粟
あわ

津川
づ が わ

広域基幹河川改修事業（緊急対策特定区間） 

の促進 

石川
いしかわ

県小松
こ ま つ

市 

●安全で安心な地域づくり 
 

事業の概要 

粟津川
あ わ づ が わ

は、河道断面が狭小で、洪水を安全に流すことができないため、浸水被害が発生しや

すく、粟津温泉街を貫流していることから、被害が甚大となる河川です。そのため、浸水被害

を解消することを目的に、放水路トンネル等を実施しています。 

整備効果 
 既往最大の被害が発生した昭和 56 年 7 月の梅雨前線豪雨（床上浸水 29 戸、床下浸水 80 戸）

規模の洪水において浸水被害の解消を図ります。 

事業着手 
 平成１８年 

平成 21 年度の事業内容 
 昭和 56 年 7 月の梅雨前線豪雨で 

浸水被害が発生した粟津川について、 

放水路トンネルの覆工を促進します。 
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粟津川現川

粟津温泉街

広域基幹（S５８～） L=1.6km

緊特（H18～H23） L=1.6km

H21年度

トンネル覆工

金沢市

H１９まで
H２０実施
H２１実施

凡 例

H２２以降

台風7号による浸水被害状況（H10.9）

粟津川広域基幹事業効果

梅雨前線豪雨による浸水被害状況（S56.7）

浸
水
戸
数

昭和56年 事業完了後

覆工覆工

粟津川

金沢市

粟津川粟津川

金沢市
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●安全で安心な地域づくり 

  

事業の概要 
辰巳ダムは、「洪水調節」ならびに「流水の正常な機能の維持（既設ダムとの容量再編によ

り確保）」を目的としたダムとして建設が進められています。 

 

整備効果 
金沢市の中心を貫流する犀川沿川の洪水被害の軽減を図るとともに、流水の正常な機能を維

持します。 

 

事業着手 
 昭和５８年 

平成 21 年度の事業内容 
  

平成 20 年度より開始したダム本体コンクリート打設を 

促進します。 

 

辰巳ダム建設事業の促進 
石川県金沢市 

ダム上流よりダムサイトを望む 
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●安全で安心な地域づくり 

  

甚之
じ ん の

助谷
すけたに

地区地すべり対策事業の整備促進 

石川
いしかわ

県白山
はくさん

市 

事業の概要 

甚之
じ ん の

助谷
すけだに

地区地すべりは、手取川
て ど り が わ

の源流である日本３名山のひとつ白山の標高 1,600～2,400m

に位置する全国でも希な高山地にある大規模な地すべりで、現在も年間 10cmを超える活発な

活動を継続しています。また、昭和９年７月の手取川大水害時には別当
べっとう

谷
だに

の地すべりブロック

などの活動による土砂流出により、下流の白峰
しらみね

村(当時）などに死者・行方不明者 112 名とい

う大きな被害をもたらしました。 

 このため、大規模な地すべりに起因する大量の土砂流出による手取川ダムの治水機能の低下

の防止、沿川集落や観光資源である白山へのアクセス道の保全のため、地すべり対策を実施し

ます。 

整備効果 
地すべり区域の安全度を向上させることにより、地すべり土塊の移動を抑制します。 

事業着手 
 昭和３７年度 

平成 21 年度の事業内容 
排水トンネル工を実施します。 
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御
前
峰

赤
谷

柳
谷

甚
之
助
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才
谷

万才谷トンネル 

別
当
谷

位置図 
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●安全で安心な地域づくり 

  

石川
いしかわ

海岸（小松
こ ま つ

工区）の事業推進 

石川県小松市 

事業の概要 
小松地区、片山津地区は石川県の小松市、加賀市にわたる海岸で、侵食が著しく、毎年のよ

うに護岸等の被災を受けています。 
そのため、小松地区、片山津地区を平成１６年度から直轄海岸保全施設整備事業により抜本

的な保全対策を実施しています。 

整備効果 
人工リーフの整備により、高波浪時において当該地区背後の健康広場や北陸自動車道等を越

波、侵食被害から守ることができます。 

事業着手 
 平成１６年度 

平成 21 年度の事業内容 

 
 小松工区において人工リーフを推進します。 
 
 
  

小松工区

石川海岸

位置図

小松工区

石川海岸

小松工区

石川海岸

位置図

 

小松工区安宅新地先での護岸被災状況
（平成17年11月）

 

 

小松工区浜佐美地先での護岸被災状況
（平成19年1月）

小松工区浜佐美地先での護岸被災状  況

1（平成 18 年 2月）

3基目

4基目

5基目

健康広場 

6基目

北
陸
自
動
車
道 人工リーフ 

平成 18年 5月撮影
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 
 

国道４７０号 七尾
な な お

氷見
ひ み

道路事業の推進 

石川
いしかわ

県七尾
な な お

市 

●活力を育む地域づくり 

●安全で安心な地域づくり 

●住みよい地域づくり 

事業の概要 

 七尾
ななお

氷見
ひ み

道路は、高規格幹線道路の一般国道自動車専用道路として整備を進めている

｢能越
のうえつ

自動車道｣の一部であり、石川県内では、七尾市八幡
や わ た

から富山県境間の延長約 13.6km

で事業を推進しています。 

整備効果 
国道１６０号は通勤通学や物資の輸送に重要な役割を果たしていますが、 雨量規制や土

砂崩壊による通行止めが頻繁に発生しています。 

 七尾
な な お

氷見
ひ み

道路が供用されることにより、事前雨量規制や災害、越波による交通規制が頻繁

に行われる国道１６０号の代替機能が確保されます。これらにより安全で快適な道路ネット

ワークが形成され、能登
の と

との交流促進が図られます。当該事業の整備により七尾
な な お

市から氷見
ひ み

市までの所要時間が約３０分短縮される見込みです。

事業着手 
 平成８年度 

平成２１年度の事業内容 

 用地買収及び改良・橋梁工事を推進し、七尾
な な お

トンネル 

（仮称）（L=1760m）を完成させる予定です。 
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61



（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●安全で安心な地域づくり 
 

平成 21 年度の事業内容 
 平成 21 年度は、大岩橋の橋脚補強（コンクリート、鋼板巻き立て）及び落橋防止装置を設

置し、耐震性の向上を図ります。 

 

一般国道８号 大岩橋
おおいわばし

耐震補強事業の推進 

石川
いしかわ

県河北
か ほ く

郡津幡
つ ば た

町 

事業の概要 
一般国道８号は、北陸の主要都市を連絡する主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道路とし

て位置づけられています。 

 石川県河北郡津幡町に位置する大岩橋は、日交通量約 1万 4千台を支える橋梁であり、被災

した場合は、緊急輸送道路の分断及び復旧・救急・消防活動及び経済活動に重大は支障をきた

す恐れがあることから、橋脚補強及び落橋防止装置の設置による震災対策を実施します。 

整備効果 
 震災時の緊急輸送道路の機能を確保し、安全で円滑な交通の確保を図ります。 

 

 

事業着手 
 平成 21 年度 

石川県 

当該箇所

大岩橋 全景 

鋼板巻立て

ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立て 

落橋防止装置

橋脚巻き立て箇所 落橋防止装置設置箇所 
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 
 

国道１５９号 金沢
かなざわ

東部
と う ぶ

環状道路事業の推進 

石川
いしかわ

県金沢
かなざわ

市 

●活力を育む地域づくり 

●安全で安心な地域づくり 

●住みよい地域づくり 

事業の概要 

 金沢
かなざわ

東部
と う ぶ

環状道路は山側環状の一部を構成し、北陸
ほくりく

自動車道や能登
の と

有料道路とあわせて、

広域的な道路ネットワークの形成を目的とした延長約 9.4km の事業です。現在は、増加して

いる交通を円滑に処理するため、鈴見交差点の立体化を推進しています。 

整備効果 

 鈴見
す ず み

交差点立体化により、鈴見
す ず み

交差点全体の渋滞が緩和され、交差点内での接触事故や信

号待ち車両への追突などの事故の大幅な減少が期待されます。また、卯辰トンネル（Ⅱ期線）

の整備により、金沢
かなざわ

東部
と う ぶ

環状道路（山側
やまがわ

環状）から中心部へのアクセスが改善され、高度医

療施設（第三次医療施設：金沢
かなざわ

大学附属病院）へのアクセス性向上による救命率向上も期待

されます。 
事業着手 
 昭和６２年度 

平成２１年度の事業内容 
 鈴見高架橋（仮称）（L=102m）の上部工事を完成させ、鈴見交 

差点立体化の延長約 0.7km を供用する予定です。また、卯辰トン 

ネルⅡ期線（L=1,199m）の工事を推進します。 

 

浅
野
川

鈴見交差点立体化
鈴見高架橋（仮）

L=102m

卯辰トンネル（Ⅱ期線）
L=1,199m

至今町

至田上町

卯
辰
ト
ン
ネ
ル

浅
野
川

鈴見交差点立体化
鈴見高架橋（仮）

L=102m

卯辰トンネル（Ⅱ期線）
L=1,199m

至今町

至田上町

卯
辰
ト
ン
ネ
ル
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石川県 金沢東部環状道路
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

 

●住みよい地域づくり 
 

国道２４９号 輪島
わ じ ま

バイパス事業の推進 

石川
いしかわ

県輪島
わ じ ま

市 

事業の概要 

輪島
わ じ ま

バイパスは、渋滞対策の要対策箇所である河井
か わ い

町
まち

中央
ちゅうおう

交差点を始めとする輪島
わ じ ま

市街地の

交通混雑の緩和や未改良区間の解消を目的とする延長５．０ｋｍの２車線道路です。 

整備効果 

輪島
わ じ ま

市内への交通の分散導入により市内における交通渋滞の緩和が図られます。 

事業着手 
 平成６年度 

 

平成 21 年度の事業内容 

 平成 21 年度は、改良工事を促進し、輪島
わ じ ま

市久手川町
く て が わ ま ち

から同市杉
すぎ

平
ひら

町
まち

間の延長 1．0kmについ

て供用を目指します。 
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●活力を育む地域づくり 

●住みよい地域づくり 

 
 

国道415号 羽咋
は く い

バイパス事業の推進 

石川
いしかわ

県羽咋
は く い

市、宝
ほう

達
だつ

志水
し み ず

町 

事業の概要 

羽咋
は く い

バイパスは、主要渋滞ポイントである中央町南
ちゅうおうまちみなみ

交差点を始めとする羽咋
は く い

市街地の交通

混雑の緩和や、能登
の と

有料道路千里
ち り

浜
はま

ICと能
のう

越
えつ

自動車道氷見ICとのアクセス性の向上を目的とす

る延長６．９ｋｍの２車線及び４車線道路です。 

整備効果 

千里
ち り

浜
はま

ＩＣから氷見
ひ み

ＩＣまでの所要時間 ９分短縮 

事業着手 
 平成８年度 

 

平成 21 年度の事業内容 

 平成 21 年度は、羽咋
は く い

市土橋町
つちはしまち

から宝達志水町
ほうだつしみずちょう

二口
ふたくち

において工事促進し、羽咋市土橋町から

宝達志水町二口
ほうだつしみずちょうふたくち

間の延長 0.9km について供用を目指します。 
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

主要地方道松任
まつとう

宇ノ気
う の け

線 白山
はくさん

ＩＣ(仮称)の推進 

石川
いしかわ

県白山
はくさん

市 金沢
かなざわ

市 

●活力を育む地域づくり 

   

 

事業の概要 

本事業は、加賀
か が

・能登
の と

の連結強化や金沢
かなざわ

外環状道路と一体となったネットワークの形成、金沢
かなざわ

市街地への交通円滑化、沿道に集積する工業団地群や金沢港
かなざわこう

への物流支援などを図ることを目

的とした事業です。 

整備効果 

金沢
かなざわ

外環状道路（海側
うみがわ

幹線
かんせん

）から北陸自動車道へのアクセス向上が図られます。 

事業着手 
 平成１９年 

平成 21 年度の事業内容 
 平成２１年度は改良工事に着手する予定です。 

 

  

事業区間(白山 IC)

L=1.8km 

完成予想図
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●安全で安心な地域づくり 

七尾港耐震強化岸壁（旅客船ターミナル）の整備促進

石川
いしかわ

県七尾
な な お

市 

事業の概要 
 観光やレクリエーションの拠点となる旅客船ターミナル(水深7.5m)の整備を行います。 
また、併せて岸壁の耐震強化を行うことで防災拠点の形成が図られます。 
（平成20年5月部分供用） 

整備効果 
 観光拠点の形成および地域振興に寄与するとともに、大規模地震発生時における迅速な復

旧・復興を支援し、緊急物資の輸送に対応することで防災拠点として安心感や安全性を確保す

ることができます。 

 

 

 

事業着手 
平成７年 

平成 21 年度の事業内容 
 基礎工および本体工を整備し、事業を促進します。 

 

 

 七尾港旅客線ターミナルイメージパース 

 

位置図

七尾港七尾港
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●活力を育む地域づくり 

金沢港多目的国際ターミナルの整備推進 

石川
いしかわ

県金沢
かなざわ

市 

事業の概要 
 金沢港は、北陸地方の政治・経済の中心都市の一つである金沢市及び産業都市小松市をはじ

めとする石川県の物流拠点として、市民生活・産業活動に重要な役割を担っています。 
 現在、金沢港には水深 10m までの施設しかなく、大型船が入港できないため、他港から２

次輸送を行うなど、非効率な輸送を余儀なくされている状況です。 
 このため、物流コストを削減し、効率的な輸送・荷役作業を行い、地域産業の国際競争力の

向上を図るため、船舶の大型化に対応した多目的国際ターミナル整備（水深13m）を行います。

（平成20年秋に暫定供用開始予定） 

整備効果 
 ターミナルの整備に伴い大型船の入港が可能となり物流の効率化によるコスト縮減が図ら

れ、北陸地域のさらなる国際競争力の強化を推進します。 

 また、企業立地と連動した港湾整備を行うことにより、地域の経済と雇用を支えます。 

事業着手 
平成１８年 

平成 21 年度の事業内容 
 泊地および航路浚渫等を整備し、事業を推進します。 

岸壁(-13.0m)

大野地区

金石地区 

航路(-13.0m)

位置図

金沢港金沢港

泊地(-13.0m) 
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●安全で安心な地域づくり 

 

輪島港避難港整備の推進 

石川
いしかわ

県輪島
わ じ ま

市 

事業の概要 
 能登半島外浦は、航行船舶にとって能登越えの難所として知られており、荒天時の避泊に適

する水域が少ないことから静穏な避難泊地の早急な確保が求められています。当該防波堤は、

荒天時における航行船舶の安全な避難泊地を確保することを目的に整備を推進しています。 

整備効果 
 沿岸域を航行する船舶の安全性が向上し、海難事故の防止につながります。 

 

 

 

 

 

事業着手 
昭和５３年 

平成 21 年度の事業内容 
 防波堤整備を推進します。 

 

 

位置図

防波堤

輪島港輪島港

69



（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●活力を育む地域づくり 

●住みよい地域づくり 

輪島港マリンタウンプロジェクトの整備促進 

石川
いしかわ

県輪島
わ じ ま

市 

事業の概要 
能登半島観光の中心である輪島市のシンボル的な拠点として位置付けられるマリンタウン

は、輪島市民と観光客交流イベント・レクリエーションゾーンとして、旅客船ターミナル及び

海と緑を一体とした総合的な港湾緑地を整備するものです。 

整備効果 
 アメニティの拠点として新しい輪島の象徴となる「シンボル機能」、海に目を向け親しみを

提供する「親水機能」、気軽にくつろげる空間を提供する「広場機能」を配置したマリンタウ

ンを整備することにより、日本海側文化観光都市として、輪島市を広く世界にアピールすると

ともに、地域の人々に親しまれる交流促進の場として期待されます。 

事業着手 
平成５年 

平成 21 年度の事業内容 
岸壁、泊地、道路および緑地護岸工を実施し、 

事業を促進します。 

 

 

 

輪島港

位置図 

輪島港イメージパース 

緑地 

道路② 

泊地（-7.5m）

岸壁(-7.5m) 
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

●住みよい地域づくり 
 

平成 21 年度の事業内容 
 都市計画道路及び区画道路の整備と移転補償を行い、事業を促進します。 

 

 

都市基盤形成・良好な住宅地造成の促進 

万行
まんぎょう

地区土地区画整理事業 

石川
いしかわ

県七尾
な な お

市 

事業の概要 
本地区は、七尾市の健全な発展を図るために策定された｢七尾市総合計画｣において、新市街

地整備地区として位置付けられている地区です。このため、無秩序な開発に伴うスプロール化

を防止し、市の健全な発展を図るため、宅地造成を中心に整備を進めています。 

整備効果 
 面的整備手法である土地区画整理を用いて、都市基盤形成や利便性、快適性に富んだ良好な

住宅地を造成します。 

 

事業着手 
 平成７年度 

当該箇所

整備済箇所 

外環状線×12-4 号線 

整備済箇所 

浜万行線×竹端線 

71



（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

平成 21 年度の事業内容 
 第三工区の建築工事に着手し、事業を促進します。 

(第一、第二、第四、第五工区は完了) 

 

 

 

賑わいと風格ある空間整備の促進 

金沢駅武蔵
む さ し

地区第一種市街地再開発事業 

石川
いしかわ

県金沢
かなざわ

市 
 

●住みよい地域づくり 
 

事業の概要 

本地区は、金沢駅と金沢市の代表的商業集積地区（武蔵
む さ し

ヶ辻
つじ

）を結ぶ金沢駅前通りの中間に

位置し、都心軸の一部を形成するのに重要な地区です。しかしながら土地利用が極めて不健全

のため、都市軸に相応しい街路空間形成と高次な都市機能整備を目的に事業を進めています。

整備効果 
 土地の合理的且つ健全な高度利用を図り、賑わいと風格ある空間を創出します。 

 

事業着手 
昭和 50年 

当該箇所

第 三 工 区

第 四 工 区

第 二 工 区

第 一 工 区

第 五 工 区

金沢駅武蔵地区第一種市街地再開発事業

完成予想図(第三･四工区)

第 三 工 区

第 四 工 区
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

伝統的街なみ保全整備と住環境の改善 

總
そう

持
じ

寺
じ

周辺地区街なみ環境整備事業 

石川
いしかわ

県輪島
わ じ ま

市 

事業の概要 
本地区は、商店街や多くの公共施設が存在するなど、總持寺の門前町として発展した

地区で、昔から今に至るまで町の文化の中心となっており、伝統的な祭りやイベントも

多く行われています。 

  本事業により、總持寺の門前にふさわしい伝統的な街なみの保全整備を行うことで、中

心地としての機能向上と住環境の改善を図ります。 

 

整備効果 
・伝統のある街なみの保全。 

 

事業着手 
 平成１５年 

平成 21 年度の事業内容 
 平成２１年度は、道路の美装化、排水施設の整備を促進します。 
 

整 備 状 況 
 

●活力を育む地域づくり 

当該地区 
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（新規・完成・主要）事業箇所（直轄・補助）事業 

被災地における復興まちづくりの推進 

大町
おおまち

（穴水
あなみず

駅前）地区都市防災総合推進事業 

石川
いしかわ

県穴水
あなみず

町 

事業の概要 
大町（穴水駅前）地区及び中心商店街においては、平成１９年３月２５日の能登半島地震に

より、全壊家屋や大きな損傷を受けている家屋が多く、生活の再建や商店の営業に支障をきた

しています。 

このため、大町（穴水駅前）地区において、狭隘な生活道路の拡幅整備を行うとともに、防

災拠点となる地域交流施設（防災研修施設兼避難所等）や防火水槽の設置等を行い、地域の防

災性向上を目指し、災害に強いまちづくりを進めるものです。 

整備効果 
地域の特性に応じた整備を行うことで、早期のまちの活力回復及び災害に強いまちへの復興

が図られます。 

事業着手 
 平成２０年 

平成 21 年度の事業内容 
 平成２１年度は、用地買収及び一部工事に着手し、事業を促進します。 
 
 

●安全で安心な地域づくり 

穴水駅

事業区域

・防災拠点施設（防災研修施設兼避難所等）

・防災道路整備、防火水槽設置等

当該箇所
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